
 

 

 新学期が始まって一ヶ月が過ぎました。一学期は学校行事も多く、慌ただしく日々が過ぎていき

ますが、新しい環境の中でそれぞれの目標に向かって頑張っている子どもたちの姿に、いつも元気

をもらいます。 

 

改めまして、平成２７年度ＰＴＡ活動がスタートしました。一年間、会員の皆さまのご協力をよ

ろしくお願いいたします 

 西中ＰＴＡでは平成１６年１月より、毎月『“シャキッ”とする週間』を設け、保護者の皆さま、

先生方、地域の皆さまと共に、西中学校の正門付近で朝のあいさつ運動を続けてまいりました。 

 

『“シャキッ”とする週間』はまずは親たちがシャキッとし、いつも以上に子どもたちに関心を 

持ち、子どもたちと接する週間です。 

 

 

     今年度の予定 

 

 

 

 

 

『“シャキッ”とする週間』は保護者の方ならどなたでも参加できます。 

子どもたちの登校時の様子を見てみませんか？一年に一回だけの参加だけでも、５分だけの参加

でもＯＫです。皆さまのご協力、よろしくお願いいたします。 

 

 

  

月 日程 月 日程 

５ １８日～２２日 １１ １６日～２０日 

６ １６日～１９日 １２ １４日～１８日 

７ １３日～１７日 １ １８日～２２日 

９ １４日～１８日 ２ １５日～１９日 

１０ １９日～２３日 ３ ２月２９日～４日 

“シャキッと新聞” 
今月の“シャキッ”とする週間 
５／１８（月）～５／２２（金） 
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“シャキッ”とする週間は 

毎月第３月曜日～金曜日です！ 

 

来月の“シャキッ”とする週間は６／１６（火）～６／１９（金）です。 

朝のあいさつ運動は８：１０～８：３０頃まで正門付近にて行います。新しいクラスにも 

慣れてきた子どもたちが、元気にあいさつをしてくれます！ぜひ皆さまご参加ください。 

 



２年生は〈トライやる〉へ!! 

  

 ６月１日～６月５日まで、地域で活躍される事業所の皆様のご協力を得て、トライやる・ウィー

クが実施されます。西中２年生が職業体験させていただきます。 

 ２年生はもちろんのこと、１・３年生の保護者の皆さんも街中で頑張る西中生を見かけられた際

には、声掛けなどの温かい声援をぜひお願いします。 

 また、子どもたちを快く引き受けてくださる事業所の皆様、子どもたちの希望する職種を体験さ

せてやりたいと熱意を持って事業所探しにご尽力いただいた先生方にも感謝いたします。ありがと

うございます。 

 

西中ＰＴＡは、会員の皆様よりＰＴＡ会費（年２０００円）をいただいて活動しています。会費は、

学校の徴収金とともに毎月１１日に銀行引き落としにて徴収させていただきます。残高不足の場合

には２９日に再度引き落としをさせていただきます。二度の引き落としでも残高不足の際には、別

途現金徴収させていただくことになり、事務手続きが発生します。 

スムーズな事務処理が出来ますよう、会員の皆さまのご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

～えんじ色の〈西中トライやる・ウィーク〉のぼりが目印です～ 

～ 大切な人・出会いの確率 ～ 

 ４月、新年度が始まり、西中学校でも新１年生を迎えたところだと思っていたら、あっという間の１ヶ月、

ゴールデンウィークも終わってしまいました。街の植物も、淡い春色から力強い緑色に変わり自然の勢いを

感じさせる季節となってきました。 

 西中学校の子どもたちは、新年度、新しいクラスとなって新しい出会いがあり、そんな新鮮な環境の中、

雰囲気にも慣れ、多くの友達や仲間ができた頃だと思います。 

 「一生に一度の貴重な出会い」を表す有名なことわざとして皆さんもよくご存知の「一期一会」がありま

す。これは、戦国時代の茶人、千利休が「あなたとこうして出会っているこの時間は、二度と巡っては来な

いたった一度きりのものです。だから、この一瞬を大切に思い、今出来る最高のおもてなしをしましょう」

という茶道の心得を表していて、「もう二度と出会えないかもしれない」という思いを持って人に接するこ

とを説いた言葉です。 

 あるサイトに、「人が人と出会う確率」って興味深い確率を掲載していました。人生８０年、世界の人口

を約７２億人として計算した確率だそうです。 

１ 何らかの接点を持つ人として出会う確率   ２４万分の１ 

２ 同じ学校や職場、近所の人として出会う確率 ２４０万分の１ 

３ 親しく会話ができる人として出会う確率   ２千４００万分の１ 

４ 友達と呼べる人として出会う確率      ２億４千万分の１ 

５ 親友と呼べる人として出会う確率      ２４億分の１ 

親友と呼べる“大切な人”と出会う確率が「２４億分の１」だそうですが、もはや天文学的な数字で感覚が

わかりませんね。ここでもう一つ、英語の有名なことわざを紹介します。 

“Everything happens for a reason”（全ての出来事には意味がある） 

出来事も、人も同じで、出会う人全てに意味がある、“Everyone happens for a reason”のはずです。 

西中学校の子どもたちには、同じ学び舎で過ごす全ての人との出会いを大切に、そして今という時間を大

切に過ごしてもらいたいと思います。 

“奇跡”とも思える、一つの出会いに感謝して、大切にしていきたいですね。     （高橋敦志） 

 

お 願 い 

会長のひとりごと 


